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ドイックシ ヒ造林地にがける問伏 I 
卜の堆積腐植ト及ぼす影響 .ま!

( 技 師 内 m 丈 夫

#地はの上方に味商の閉は県にしてﾡるが, 樹を布し ﾡ*特立木 

地とは興なつた氣像体件を行する。之に仲つて, 間者の間にはﾡ々の小なつ 

た現徳が表はれ,所請森林と しての景親を呈するに至る。即ち樹冠に依つて 

#地の空川は被Wされてﾡるﾡ,地炎証に到述する降水量 及び太阳から 阪射 

される光線は共の •送, の性口等自ら無立木地とは鼻なつて米る。更に毎數 

の林木が存立 し,交錯 して居る 為,#内の風力, 即ち空氣 あ 移動は減少 し,又 

一方朴木自ﾡの蒸散作用に伏つて失はれる地中水分述も相誉の量に地する。

森林には年々林木他のﾡ葉, ﾡ桜"の枚物性並に動物性布根物誌間が地

炎面上にﾡ下するが, 土壌中の動物,土壊微生物等に依つて作用 されて,共 

の組成に就々 の経化生被り,ﾡ大原間の細成とは小なつた映ﾡを示すうに 

なり, 遂には消失/•るに至る。土壌微生物共他に依る之等の地表面上に加へ 

られた冇機物質の分解れが,共の周固の條件の適常な結果加へ られた量と相 

等しW時は,地炎面には塗く之等の物質はﾡﾡしないか, 僅かに藩葉他新 

ﾡな添加物の(少量が残和するに過ぎVことが考へられるであらう。然し分 

解に對する各種の條件が不適當で,分解が綏慢となり,分解%：が加へられる 

行機物質のよりも少なくなり, の間の不商が破られると, 加へられた動 

就物焼開は其の組成に師々 の變化を被 りながら も,地表面上に由積する を ﾡ

・ ー般にHL怖と呼れてルるが、"性ばﾡに到する識性断怖を相崎r怖と"び合の 
場合がある 公、特に増積 と 云ぶ名稲に ひ た。



彼な く される。 即ち從来利腐M(Rohhumu り, れ化泥炭 (Trockentorf), 又 

は積術#(Auflagchumus) と呼柄されて居る行撮物山から柄されたﾡが 

减黄土城&面上に形成されるに至る。

林木は年々共の生活战能を活動せしめて増成部分を構成して行くが,共の 

前に土接中から之にﾡする多ﾡのﾡ料を媒ルする必災がある。之等の獲料の 

內,林木の木質部葉華の部分等の組成から明かなやうに多量の茶素を攝取す 

ろが, 土壊中の柏:物に利用され得る窒素は主と して落葉共他外都から加へら 

れた合ﾡ楽化合物の分解に依つて生じた可性奈米に依イす る ものである。

而して落葉等は地表面上に到達し,分解を受ける時共の中に含まれる空素は 

可神性会楽と して林木に供給される。

然し周囲の條件が不適當で,不完全な分解を行ふに過ぎない時は,之等の 

ものは地衣面上に堆積し,多くの帘形は分解の困難な形態を取るに至るとさ 

れ, Nemec氏等(7(8)はﾡ積ﾡ桃中の盗は大ﾡ分複領な化合物で,可 

性外宓は極少カセ に過ぎないことを述べて居り,Sichting氏等(10)c依れば, 

此の複継な形催を行すナる容素は分解の困ﾡな興節環映化合物と してが在ナる 

ものであるとされて居る。故に落葉他の動ﾡ物度和物の不全な分解の緒 

果,生する積御ﾡは林木から土地へ元された縦ﾡが:再び可溶性容業とな 

つて,林木の要求に您ずる經路を不め滑にすることになる。

と等積ﾡﾡの土城ﾡ化ﾡ性に及ぼす影響も見逃すと との出來ないもので 

Becker Dilingen氏 (2) に依れば,地中水分方！: は落葉等の存在に依つて増加 

す2。又地溫も裸地と は異なつた結果を示す’とされて居る。更に之等の不完 

全分解の純果 酸性崎ﾡを招楽し 之が下に位する土壊を漂白するに至る一 

つの原因であることは既に多数の學者に依つて認められて居る。

無立木地とﾡなつた状態を行する林地にの土壌は此の上に立つて居る 

林木が伐採ざれた場合, 又前と は処なつた状ﾡを取るに至る ことが知 られて 

居る。即ち河国氏(6) はカナダッガの川1 伐並に枝打に依つて, の林地に於 

て種の氣象係件の愛化を認め, Angstrom氏も亦間伐に依つて攻期約2-3° 
C の溫度上昇を認めて居る。更c Albert氏(1)は立木木敷の低は土水分 

量の試績的加を認め, 此の土壊水分:吊:は土壊表符のみならず,下ﾡ土にか 

ても同状の増加を認めた。

#味上に加へられた葉等の動ﾡ物ﾡ留物の分所に際しては, 土城は生物 

の数, 國期等は土地のﾡ度他土ﾡの理化ﾡ性の如何に左右されるﾡが多 

い。Feher氏 (9) は土壌微生物の生活は皆伐に依つて破壊又は阻害される こ 

となく, 寧ろ共の数の増加を認め,之は太関光線の即4に依る地温の上に 

*因すると し. Sichting氏 (11) 等は沮度並に石灰加川は R い意味での冇機 

物質の型力な變化に大さな影響をﾡすものと して屈る。山に Wittich氏(15) 
はﾡﾡﾡを地炎面から除去するﾡには,木規の共同作用川の必性をﾡめて 

居る。

M伐に 依って林地に前 と な る 光純の鲍化が生じ,之等の提化の徐合的地 

Tがの土地の上に米り,ﾡ難他の動ﾡ物誌間の分解映館を拠化せしける 

c至る ものであらう。

本道に於て間伐等の作業を行った場介,従求から林上に横はつて周る増 

秋岡Wの上に如何なるﾡ化を招米するかを知らんとし,本岡行朴内の ドイッ 

yウヒ林地にかて川伐を行つて数を経過したものをﾡび, 之が試ﾡを行 

つた。木道に於ても氣象條件共他を異にする地城多 く,又共他師々の環境の 

相違か ら 直ちに本试驗結果が全般 を示す に は至らものであらう が, 共の一 

端が推知出來ればと思考 し,伏ﾡ純果を報告するに到つた。

本試験に供用 した ドイツタツヒ拡林地は明治42年11月8日, 6年生市を株求 

したものである。横枕木数は0.99haに到して3,000本にして, 田和5年2月一部 

に第一旧の川伐が行はれた。此の時に於ける開代率は木數に於て 19.5%%,山 

同横に依れば 18.8%を示して居る。1間代常時に於ける林木は不均脚高山年 

12.49ﾡ, 不均樹7商11.45米で, IU代木は不均腕商直任10.6歯,不均樹高 11.7米 

ﾡ督木と して置かされたものは各 12.9掘、及11.米であつた。而して本試驗 

地はや出に して,ﾡ救後 4 ヶ年I下刈以外は全 く 手入の行はれなかつた地域 

と, 前記の閒伐が行はれた地域 と は東西に隣接 して居る。

本試験に使用 した供試品の採取は間伐後約 4 4を経過した昭和8年11月初 

めに行つた。供試品の探取前,ﾡあ東西南北に3米毎に松土供を以て同地ﾡ 

の土壌を調在し, &賞土ﾡの態を肉山でﾡ楽した。の結果, 各地N共



に不均25悔のぬに上店と呉なる刑緊術なﾡﾡ士からなる水不なﾡを認めた。 

此の時の上に憤はるは附地K共にﾡﾡ土からなり,同→の版因に依るﾡで, 

唯だ色彩に総分の相違を示すにﾡぎナ, 他に肉眼には何等の速違を出める 

ことが出楽なかつた。以上の調在に伴つて城積略ﾡに別し, 附地pIに就いて 

直年10の総的を以て切 り取り,共の厚さ等に就いて肉限的親察を行った。 

以上の調後各地K毎に 8 側所を冠定 して,此處の加依宮傾 を府便に分別, 

採取を行った。

ﾡ準地;・ﾡ校後下刈等の予入以外は全く予入を行ふととなく,試略年 

に到る主で放置された地域である。各林木の樹兢は相互に接属 し,ﾡ桜は 

変ﾡして立ち入るにﾡしい困難を悠する程であつた。地表には全く 臣本切を 

彼ナることが出來す,ﾡ積ﾡﾡはﾡ燥し,のさは不均2術にした。

の地積絡ﾡは落業ﾡ及び所請 Fﾡ(5) にﾡする店か ら り 立って居た。此 

のF肝は他の林地に於て認め られるものとは利々越を興に してルた。而 Lて 

此の F店は本地域のﾡ崎怖の大部分を占め, 白色の菌糸に依って縦横に経 

合されて居る為,一枚の板を思はしめ,之を下の爾質上区から糾艇する際に 

はん ど全に分離せ しむること が出米た。Hﾡ (5)は認む ること が国ﾡで 

あつた。此の性を行する積術横山下に横はる隊質土地は初色を品し, 採 

取當時は稍々 靴球の映ﾡ を 品 して居た。造林木の根系は 火部分堆秋腐植と 臨 

賞土壌との接戚面に沿ふて平面に走つて居る ことが認め られた。

間 伐 ﾡ: 昭和5年2月間伐の行はれな地城にして,地被ﾡ物と しては, 

夏期ﾡ々 Cエゾツ バュ リ (Cardiocrinum Glehni Makino) 並に クルマ バサ ウ 

(Aspeaula odorata L の少数が放するのが認め られた。 積怖はi記の 

地域の ものに比べて薄く,色彩は稍々黑色を増 し,平均共の厚さ 1御を示すに 

地過ぎなかつた。本地城のものもﾡ業后並にFﾡに伏つてﾡ成されてかるが, 前 

地ﾡのもの ・やうに下の臨賀土ﾡとのﾡツはIﾡでな く , 且つの分離もi 
者の場合のやうに客易の行ふととは米なかつた。ﾡ土基は前地域の もの 

に比べて物々黑色を増した褐色を•呈する地域士から成り,林木の根系は前地

* y継山有林林4%調(M和194) に依る。

wのものとなろことなく, 積俗M とﾡ土壌の版面に沿つて大部分撲 

がつてるのが認められた。 積略ﾡの採には炎面積30複不方に切R り, 

各別に此のﾡ内から丁に押取し,各府別にず報物等の除去を行ひ, 氣乾後 

F&し, 細協して全部を1祀同の協をﾡ場せしめて, 之を商ﾡﾡに貯ﾡした。

以上の方法を以てﾡ載した積崎ﾡの各ﾡの炎価は30師不方内にがナる有 

撮物置量を示ナ との通 り でめつた。(行機物の測定は均熱加失量に供つ

第 1 表 (30料ポガ)

* 映

*楽居中の 
布ぬ物量g.

ド
有

-ﾡ中の 1 
機物g. 合 tt___ ____

ドﾡ:なﾡ府

ポ

1. 51.198 88.322 139.520 1.73
2. 65.862 105.642 171.504 1.60
3. 57.862 87.699 145.561 1.52
4. 41.245 108.550 149.795 2.64
5. 54.014 110.431 164.445 ・ 2.04
6.. 5.144 147.862 202.006 2.73
7. 29.696 100.092 129.788 3.37
8. 68.262 115.762 184.024 1.69

T 均 52.785 1 10S.015 160.830 2.164

I. 41.892 76.424 118.316 1.82
2. 51.519 68.286 119.805 153

• 3. 35.392 65.740 101.132 1.86
4. 49.056 60.190 109.246 1.23
5. 37.181 5S.867 96.048 1.5S
6. 29.950 52.785 82.735 1.76
7. 41.820 80.741 122.561 1.93
8. 29.646 50.880 80.526 1.72

T 均 39.557 64.239 103.796 1.66
°※葉府は状消ﾡに於て幾分多V。此の※葉ﾡの有撮物重量のiUc 於て



のがは間伐ﾡに於けろ立木秋の減小に依る ことが考へられる。Fﾡの行根物 

質Iも亦ﾡ準ﾡのものが川代ﾡのもの、約 1.7に迫して居り,.此の重述 

の差は全堆積腐植の有彼物 JR 駅に彬密 して,掘ﾡWの夫れは川Wの約 15 
倍に地して居る。円地Kの落葉ﾡと * 肝との有機物卯: 川割合を落葉盾の 加 量 

1 として算出すると,t阪にかて不均2.10となり, M代Wに於ては1.066と 
なつて, 標Kにかてﾡ葉府中の行機物iに比べて, F 肝の夫れの  术货が 

甚しく 多い こと が郎め られる。ﾡ阪の落業府の行機物量に 到ナ るF后の 

行撮物の割合が川伐ﾡの夫等の制合に比べて大せいととは古くから積 

された冇機物の分解が綏漫な為,移動消失の少ないことを示すものでないか 

と想はれる。

再地ﾡのﾡ積略権の厚 さ 並に 前表 E 示 し 緒果か ら, 之"の同一面積上 

に行るﾡﾡﾡの行換物爪を女配するものは所調Fﾡとﾡせらる ・ もので, 

標準風に特に甚 しい F勝の在が認め られた。

土ﾡ炎価上に盗加されたﾡ薬バ他の行機物は各種の布機細々分か ら構ル さ 

れ, 之等の有機物質の分解に際し’て は, 各々のMに分船に討して処なつた抵 

抗性を有するものである。或るものは速かに分解の際消失し去り,又或るも 

のは速かに分解するが,再び生成されるもの,又或るものは分解に対して抵 

抗性が大であるﾡに, 相到的には増加するものがある。即ち分解作用の逃ﾡ 

は一般に水溶性物質繊維素等の減少,分解に對する抵抗性を有する ッ グ=ン 

の増加, 並に合成に依る へ ミ セル ・ - ズ及獲白W等の新生に依つて知られる 

とされて居る (9。且つGrosskopf氏(4)は落業のリグ= ンの減少 と共に 

ﾡﾡﾡの増加を認め, Waksman氏(12) も 亦腐植の母題を リグニン に取つて 

居る。 ・

依つて見る に,分解作用の過抄と共に※薬中の有機物M中に合まれる各布 

機組成分の割合と異った冇機組成分の分配割合が生ずる と とが推測される。 

即らソグ= ン校物資の相到的加, 繊維素の減少等が生ずるに至る ものであ 

らう。之等の冇機組成分の存在を調布すると, の物質分解進抄の状態を製 

はれるだらう。今 Waksman 氏の提稱 した方法に火略順 して, の#m内ic 
割合に多に合れる と考へられ, 更に分解の進接と 共に共の變化が明瞭を 

あろと思はれるセル ローズ, リグ=ン松物び並に孤白質に就いて定述を行つ 

六。之等の方法に伏つて得た岡地Wの4 ヶ所の用精窩棟の各層に就いての結 

処を示す と次ﾡの通りであろ。

5 2 炎 (機他可分中)

年 ド ....
発

セルローメ__2s 」

リグリ ント4幼 Tて 皺白質 セんロ-ズ 1__ 2&__ 1
ラ ダミジャ 1 
指 R __2S_ 1 量自m- -2__ 二

壊

6.712 -40.652 7.897 5.189 46.162 13.310
7.021 38.234 9.393 5.397 t3.605 12.305

3. 7.558 36.726 7.762 4.936 43.472 12.580
. 5.789 43.353 / 7.107 4.379 44.53G 13.31

不 均 6.77 39.74 8.11 4.95 44.15 12.83
間 優

1. 5.163 42.039 8.176 4.361 47.367 。14.314
2. 5.891 42.409 9.565 3.664 47.876 14.505
3. 7.522 37.270 7.493 2.885 4S.570 16.2H1
. 6.227 39.060 9.76 3.098 51.00 14.732

不 均 6.20 10.20 8.75 3.48 48.72 11.95
■ 機物質中のセル ローズに就いて見る と,標消町の海葉店は布投物中 7: 

56-5.79%,不均6.77%を, Fﾡにかては5.40-4.38%, 不均4.95%を示して 

居る。間代Wに於ては落葉府は7.52-5.10%, 不均6.206を, Fﾡにかては 

4.36 2.89%,不均3.48%を示して居る。

此の七 ルロー ズ合量は藩葉府か ら F ﾡに波少 して居る こ と が,雨地ﾡの地 

硫崎怖共に認め られ る。而 して同一地Wの増秋ﾡ怖の各店の間に表はれる相 

違;1: 標準駅に於て少なく,I代Wのものに於て冊大さいと とが知られる。次 

普にwi地Wの葉府中の此のセル ・ - ズ合量を比教すると, 大きな相違を認 

めること は出ポない。然しFﾡ中のもの を比較 すると利々 明な求を認め る 

ことが出來る。
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リグニン様物質に就いて見ると,伝町, 並に川代Wのもの、葉店中に 

は行機物質の中不均39.74, 並に40.205を, Fﾡ中には各々不均44.45並に4. 
72% を示して居る。即ち兩地段の落葉層申の り グ= ン様物ﾡ合景はセルロー 

ズ合量と向じく, 略々相等しい数量を示して居る。Fﾡに於ては間代Wのも 

のが:大きな数位を示してみる。同一地倏の ものに就いて見る と,間役Wの各 

層間の差は,模準血の各府閒の龙より大きい。

獲白と しておへられる物質の行換物買中の合ﾡに就いてると, + 

並にM伐ﾡの落葉府は各々不均8.11並に 8.75%を示して居り, Fﾡは各々不 

均12.88iに14.95%を示して居る。隔地Wのﾡ業府間には明ﾡな相違は認め 

られないが,Fﾡの間ではﾡ々明かな釜を認めることが出來る。且つ同一地 

匹のﾡ積術ﾡの各ﾡ間に於ては, ﾡKのものが川伐ﾡのものに比べての 

間の差は僅少である ことカ:認め られる。

ﾡ業北他の行幌物項残船から供給されたイ機細な分の内, 分解の川抄と共 

にセルローズは少し, リグ=ン様物Mは相到的な加を示し,更にﾡ白I 
の合政がナるとされて居るが, 今之等行機和ル分の合行比率を各ﾡにあい 

て見ると次炎の通りである。

第 3 表

------
玳一/ F

--------------
•

リ ケ= ラ秘
物 質2& 亜白質 2

-- リ グ ニシド
物 TC%獲

* /* ・ * ・% ・/・・ー 2%
標 ポ 証

1. 1.00 6.06 1.17 1.00 8.90 2.57
2. 1.00 5.4ラ 1.34 1.00 8.08 2.28
3. 1.00 4.85 1.03 1.03 9.00 .2.60
4. 1.00 7.48 1.28 1.00 10.17 3.04

T 均 1.00 5.96 1.21 1.00 9.04 2.62
・

間 ・役 匹

1. 1.00 8.14 1.58 1.00 10.86 3.282. 1.00 7.20 1.62 1.00 13.07 3.95

1 ・ » ド —
モロ ー 4--

り ゲ= ン|

2% 1 紙目TC 七ロ ーズ2%__
う ダミシ雨 

2 ﾡ自J
-___

間 代

3. 1.00 4.95 1.00 1.00 16.49 563
4. 1.00 7.88 156 1.00 16.49 4.76
均 1.00 7.03 1.44 1.00 14.23 4.41

セルローk含:ftに封するリグ= ン状物質合割合をると, 標準応の落葉 

ﾡには不均5.96を示し, 間代ﾡのものは不均7.03を示して居る。Fﾡに就い 

こは, ﾡWのものは不均9.04を, 間代隔のものは14.29を示して居る。之 

附布機細分の合行制合はW地ﾡ共に F肝にに於て大さいが, 根準鼠の各府 

のものに比べ<開代Wのものが常に大さい。即ち分解の池投と共に減少する 

と される七ルローズに到して相到的な増加を示ナとﾡめられて居る リグ=ン 

物の加を川代ﾡにかて特に明かに認めるととが出來る。 ぜにセル ・ 

- ズ合に発する獲白質の合量の向合を見る と,標K○ﾡ葉は不均 1.21を 

示 し,間代Wのﾡ葉府は不i1i4を示して居る。FMは標準岡に於て平均 2.62 
そ, 間伐他に於ては 4.41 を示し,此店に於ても円者川の合行制合はﾡ地ﾡの 

Fﾡに於て大きな相違を認めることが出米, 落葉層間にかやう な差をぶめ得 

ない。Nに間代ﾡのF店の合行御合が最も大さな救備を示して居る。

ﾡ業府"小の行損物Mの隻化はFﾡの夫れに歩ることは勿論であり, 以上o 
緒果か、ら両地脈のﾡ葉店小の三行ﾡ細成分の合行には大せな逃が認められ 

なv。今雨地ﾡのﾡ業府の三布機成分を各々 1 と して,FHの三布損細成 

分の合行御合を算出ナると大炎の通 りである。

<第二代均よ リ定)

落 菜 用' * -- 岩
七 と
□ ー ズ

リ グニン
換 物項 型: 白T セ ル

ローズ
リ グニ ン

1.12
1.2!

基迫m
r* N7 優 

m 伐 の

1.00
1.00

1.00
1.00

1.00
1.00

0.73
0.56

1.59
1.71 -- -

-8-



此の精果から, 兩地皿の落葉圻中の三万 扱 tn 成分に對する F店中の三行機 

組成分の消息を知る こと が出來る boで, 落ま月中のセルロー ズは間伐Wの

Fﾡに至つて4改して居り, リグ= ン物口並にﾡ白質は共に間伐Wのもの 

がﾡﾡのものに比べて大さい制合を示して居る。・

以上の諸結果から落葉兄中のセルローズ,リグ= ン様物質並に蛋白質と し 

て考へられる物ﾡの合ルはW地ﾡ共に大きな差を示して居らないが, 之は 

薬府を構ルする有機物質は所地W共に常にﾡしく加へられ, 分解に釣する時 

日が尙城かく,ﾡめに之"のMに大きな釜を示ナに至らものであらう。然 

し f 月に於ては兩地国の ものに稍々 明かなきを認める こ とが出來た。即ち標 

消氏のものが間代ﾡのものに比べてセル ローズ合量は大さいが, リグニン様 

物質等の含量は少ない。更に同一地区の落葉月と FHとの行機細ぬ分を比地校 

すると, ﾡﾡWの各店間は間代阪の各府間の も のに比べて近似の数備を示 し 

て居る。依つて見るに. ﾡ氏のFﾡは夫れの行する行機細分のル催から, 

分解の進接は即伐施のものに比べて稍々緩慢であらうと想像される。

柳準ﾡの増積術ﾡは夫れの行する布換物量,間代脈の夫れに比べて多 く ・ 

且つ共の大部分は所調Fﾡと稲せらるべき もoに属し, 夫れの分解状態は間 

伐囲の ものに比べて緩慢であ ら う と推測される。依つて見るに,標ﾡの朴 

床上に添加された冇機物質は分解が緩慢であった爲,年々加へ られた之等の 

ﾡ留物はﾡ積し, 共の量を加しﾡに今日に至つたものであらう。商してI 
伐等の作業が行はれなかった時代には兩地協共に共等の受けた外的條件は同 

一であつたこ とが想像される。故に共のﾡ積術権の性ルも亦同松なものであ 

つた と考へる こと が出來やう。商しての一部が間代"に依り, 之から誘ﾡ 

された諸種の環境の變化,殊に地通 共他の變化が生じ,更に太陽光線の地

に到逢ナる量の増加と共に卒本類の体入繁茂を認t る に至つた。從來緩慢 

な分解狀態に付じた堆M腐植を構成した有機物’質は此の環境の變化と共に涌 

次分解の述展を増すに至り,特に所地ﾡのFﾡを情ルする有機物質の上に明 

かな相違を示すに至つたものであらう。此の結果からする時,維林床上に 

横は りて層る増秋術ﾡを構成してろた行機物はか々るM代率に依つてもの 

分解狀態を變へるものであることが思考される。

本験は野幌岡行朴門に於て明治42年ﾡﾡされ, 昭和5年2月本放に於て 

約20%, mMithに於て約195の間伏を行つたドイッツ ト ッ ヒ述地の積ﾡ 

c統いて 4 年後の昭印 8 411月 c行つた。

1. 即ち無最の億放置された地ﾡと, 間代を行つた地氏との増 

秘网他 の外観的形態は明かに異なり,且つ犬れを情ゆすナる布ﾡ物量にも大 

きな相が認められた。

2. 振隔の藩葉店並に F府のイ機物証の行根細版分合量は間代Kに比べ 

て近似な もの であ り, ﾡ葉からFへの促化は殺慢であると考>られる。 

之に反 して間伐 Mの兩片間の之等の相違は稍々 明瞭で,松ﾡに比べて分解 

の地抄をﾡは しむる ものがある。

本映略中川代に関する例在数位は本場技師井普※氏に 依つた もoで, 此場 

に謝意を炎する第である。
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ト ド マッ並にカ ラ マ ツ造林地 

の種府植に就いて

技 師 內 田 丈夫

林地に於ては年々樹木の落葉,枯ﾡ他ﾡ々の行根物が林味北に落下集も 

し,時日のﾡはあれ帝大分解し, 終には土壊の一部分を構成 し,理化率的 

にﾡ々之に影響を興へるに至る。之等の布機ﾡ和物の分解状働, 分解巡度等 

は種々の環境に左右されることが多いが, ヌ夫自の布する化球的細成に 

大ななM因を行するとさて居る。例へば常報の針葉樹の落葉は明かに双

■とその化學的組成分を 異に し,明者の山の相違はの分解度並に分ﾡの 

映ﾡに大さなﾡ違を油すとされ, Joffe(1)は針業樹並に加樹の各ﾡ業のが 

分平均含量は前者に比べて後さ•の も ○は26ﾡにi L, 双樹のﾡ葉は針業曲 

力落葉に於けるよ り も非常にﾡかに分解し, 針葉樹の落葉よ り もの分解場 

M中に於て僅少な中川生/物を生するに掲す,ﾡくて双葉樹の滞葉は分解 

京はである と述べて居る。Ocikers (2) は落萊分解に対する価々 の外的條件 

を述べ,Nにﾡの情に到しては次の四ﾡの性を行する樹ﾡが働く と退 

べて届る。叫川ち1.葉ル, 2.樹脂類の含有量, 3.布機物の担織ﾡ合量及び 

会米合量を戦け, その内金次合量は如何なる樹部にも特に鼻つた数仙を 

示すものはない こ と を退べ, 以上の外にJにﾡ葉の盛合行 述 を 加 へて居 、 

る。之等以外にM物遣臨の炭米事市のﾡ災がの分解に影響し, 之が狭い場合 

cは分解し場 く ,Mい場合には分解は困ﾡと一般に認め られて居る。

朴味上にﾡ下集積 した動植物遺題は以上のや う に夫自身•の方する化学的組 

成分の相違に依つて も その分解状態を異に し,延Vては林床土に増積ナる, 

の形ルに大せな逃興を示すに至る。林木はの生長に際しては,多述の養 

を操ルする必場のあることは然であるが, の内容, 及燐酸,加里共
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他の無機成分は全て土ﾡ中にその粘源を求めねばな らないoW して空素は共 

の要求用他の ものc比べて多いが, 窓素の給源は 本来の艦貞士壊以外の も o 
cよるもので, 獲白ﾡ等の合継楽化合物と して土ﾡ中に加へられたもの分 

解に依つて生じた可神性製, 即ちンモ= 館容に例ﾡ館衆楽に依が 

しなければな らない。共他の無機成分に 於て もその供給源 と して之等の有機 

物に依存することが多い。更に之等の有後物残留的が殺漫な分解を行ふやう 

な状態に置かれな場合, 形されたﾡﾡ破はﾡい秒動性を行し,土壌の下ﾡ 

に向つて渐次移行し,共の際土壊編援唆合値を破壊し,之等を沿次土壊の下 

方に移動せしむるに至るとされてわる。Erdmann (3) は fit 全な森林土展は破 

質物とよく混和した中性絡ﾡ"に供つて知られ, 不健全なものは二種ﾡに分 

けられ, の内流戦しな土壇はﾡ崎ﾡの積が認められる。而 して乾燥泥炭• 

(Trockentofr) が存在する時, 北の土ﾡの改良にﾡしては第一のﾡ件として 

此の乾燥泥拠を中性岡ﾡに變化せしむるか. 此のﾡを除去するかにあるとL 
た。

森土ﾡに於て此の動ﾡ物遣ﾡのﾡ積に伏 り 生 じた布機物Iの肝は前i述の 

やっに種の原因によつて各種を様の状態を 品ナるに至る。故に之が分類, 

命名に際して も種々の名初が用ひられて居る。吾國に於ては從來此の物質后 

を粗物植 と 云ふ名初の下に總利記述 されて居たや うである。然るに 又此の細 

ﾡﾡと云々名稲は所調酸性材,即ち Hcssclman(4) の Rohhumus,Romell 
(5 等の Duff に適用 される言葉でも あつて,林床上に増積し, 分解を受け 

つゝ ある冇擬物質旅, ち大杉氏 (0) のwM被,Hesseiman (4) の Humu- 
sdecke に登略すべき細ﾡﾡと没同償用されて層る場合がある。次ぎに此の堆 

積し, 分解を受けつ、ある有機物府はの形状からﾡ々に分ﾡされ. Miller 
(7) は之等の もの を二種物 に分け,一つを Mull とし, 他を Mor と和した。 

同氏の Mull とﾡす可きものは鎮質土ﾡとﾡﾡ質との混合からり立つたも 

のを示し, 粉状の構を行すると。又 Mor の場合は多の行提物置よ りな 

り, 球質土壊の表面に形成 され,繁商な絞船様の外ﾡを行すると。Hessclm- 
an (4) は三種ﾡに分け,Rohhumus, Mor 並 Mullとしな。Rohhumus とは 

歯糸又 は 裔等植物の根系等 に依つ て絨乳標に縫合 されたもので, の下に 存.

花する留質T:ﾡから明ﾡに且つ千場に分され得る ものでむり, Mor と冊す 

べさものは歯糸"Fに依つて位かに誰合されてルるに止まり, Mullと柄すべさ 

ものは明Iな圏ﾡ構を行するものであるとしてﾡる。Romell (5) は Nlu- 
Iler と同ほに二人別 し,Duff並 Mull とし, Duff は Maller の Mtor と同 

,意義に他川し, Mullに合主れめものをし, Mullと冊すべさもの、形態は 

明田構造を 方 し,ﾡI土と不明政な叫を示してﾡるものを指すとした。 

最近 Heiberg (7) は前二#と様に二団題に分け, Mor 並 Ml として届 

る。商して Mor に灣する ものと しては不透性の行機物片からなり, 一般 

に相互に経合されて居るか, は緊にﾡ着し, 留T上雄とは明かにﾡ別ナ 

ることカ 出來る とした。Mul に鳳ナる ものは布機物I並無拠物Iの合物 

よ りなり, 下ﾡ川ちﾡI士ﾡへの境は制然とW別されないものであるとし 

た。以上の諸氏の提利した ものか ら見る と, 従米大略二ﾡ知に大別出楽間る 

ととが知られる。

かや う にB土雄だ価に 横は る 布根物質に よ つて情 さ れ たﾡは 多年のm 
し,面には又新しくﾡ加物が女諾ナる緒果,然上部から下部に分解 

利度を興に したもの、存在す ること は明かな所であ らう。m して此の結果同 

区に於ても共の外親並に必伏,共他組成を異にする府彼の存在することが 

認められるもので, Hessclmann (4) は葉 (Forna) の下にFール (Form- 
ultningsskiktet; Vermoderungsschicht及び H一ﾡ(Humusimneskiktet;H- 
umusstoffschicht) とを分け, Rohhumus に 風する ものに於てはF一ﾡは厚く, 

ﾡにﾡ状を品し, H一ﾡは僅かにﾡ質土ﾡと混合して居ると。Moriに関す 

乙ものはF一は海く, 旦つ勝) 欧な形狀を取り,Hールは一般にiく, 之は 

Rohhumusの場合と同樣に僅かに離質土壊と混合すると。次ぎにMullに於 

てはF一ﾡは逃べだ薄く, 脳収で, H一ﾡは種々の厚さに在し, 粒ルを品し 

gI:基と混在するとして居る。

以上のやうに各種のﾡにはの形状を契にするﾡ位がの各々のﾡを明 

Mに しないとするも種々の厚さ で存企ナ ること が知 られる。

從來本邦に於ては前述のやうに粗腐植と云ふ名稱は稍々混同使用されて居 

とやうであ り, Hesselman の Rohhumus. Romell 等の Duff に相なする もの

- 1 - 15 一



に之を適用する場合,Hesselman の Humusdecke に討すろものにはス別種の 

名ﾡを必収と し,現に大杉氏は向氏の著書に府ﾡ被なる名岡を使川されて届 

る。吾々は Rohhumus, スは Duffiに到してﾡﾡﾡの名ﾡを使川し, Hessel- 
man の Humusdecke, 又は ドイツ に 於て しばしば使用 される Aufiagchumus 
等に到 して積術ﾡと云ふ名納を優立上使用 L, Hessclmann,Romel 他 

氏の Mull に登しては情術ﾡと云人名岡をﾡて、使用しつ ・ ある。

本道林地に於て以上の所ﾡ積物ﾡを見ると政る林地に於ては情W権に属 

するものを認め, ヌ攻る林地にてはﾡﾡﾡにﾡするものが設められ, 更に此 

の二者の間に も種々 外観を異にする もの ・ 存在が知られた,miして木道殊に 

北部 に 於 て は大略以上の二抑類,即ち粗腐植及精腐値に分けて,分ﾡが問 

々可能であるやうであり,番々 は堆新例植を從來以上の二種節に分けて使 

用しつ、ある。以上の内ﾡ術ﾡと柄せらる ・ ものは落斐下に所請FールH 
一居に依つて構成 され,一般にF一府は厚く. 全局の大部分を 占力•し,ﾡ色 

乃至黒褐色を呈し,未だﾡ物遺ﾡの一部分を内ﾡにてﾡ別出來得る。此のF 
一肝はﾡ糸又は地床権物根に依つてﾡ合され, 一枚の毛布の如き状態を星す 

る場合がある。又共の統合の度分が弱いな,側ﾡに際しての板状のものは 

破碎され易い切合もある。Hﾡはなしく薄Vか, 又は全く候いで居るとと 

もある。之は黒褐色乃至黒色を呈し, の下の8質土城と合する場合もあ 

る。此の粗腐桢に属ナる ものは本道北部他の針葉樹朴に明ﾡにﾡ地して属 

ることが認め られた。

精腐植と的す可き ものは落葉の下に薄いF一ﾡを行する ものもあるが一般 

に は 殆 ど 發見 出來な い ﾡ座の ものから なつて居 る。H ﾡは種 々の呼さで が企 

し,之はの下の勝M土ﾡと混合して, ﾡ葉の山下IにﾡI土壌が淡はれると 

云ふやうな場合を認める こ ども楽る。之に用する ものは木道に於ては潤空 

樹林に多く見出されるやうである。而して粗腐植は共の厚:さー•般に":く,精 

獅ﾡは薄い傾を認めることが川楽る。

本道に於て各地に桃載され,ﾡな責材と して各ﾡの生確媒ﾡに大きな役 

割を なし,旦つ叉防風林等 と してMﾡされ川接に産に役立つ信州ラマッ 

は衆知のやうに, 從來本道にある ト ドッ並にエソマッ等の紙針葉樹に比 

べての海葉ﾡはﾡ価に述するにか、わらす, こが形成する増積ﾡは ト ド 

マツ号の も のに比べて概 して良ﾡな形映を布するこ とが設め られる。而 して 

Dcn/cr 8) は共の 神 中こい州 カラマッ は純照版の改 R に 到 して適當 なる 中性 

3田 を 他成する こと を認めてぜり,Erdmann(9) は北西 ド イ ッ地方にかて 

» フッは土植保護に到して針葉樹の最上位を占むる ものであるとして屈 

る。即ちカラマッ肌は地積ﾡﾡを構ぬするに際し, 他の C 傑樹に比べて良好 

な納県を示すととが地像される。

番人は之"針葉樹がの増積術ﾡの形映を県にすること り, 一例として 

ト ドマ ッ と 州 カラマッ との増積ﾡを取り 試験 し,雨者の問の.dを知 ら 

んと した。こ、に北のﾡ果を述べて金おに供ナる次第である。

木状ﾡに他用川した各供が品は木場地朴試【地内よ り探収した。各試験地は 

ルに近接の地點で,平坦な地勢にして,臨u土ﾡは何怖を含む壇ﾡ土から成 

り立つて居る。今供伏品採取を行つた各林地の概略を述べる と*の通りで 

ある。

I トドマツ造林地： 樹茂は各交錯し,地炎面に到述する大関光線述は 

ル常に少な く ・ 地ﾡ物と しては敗出的にツ タ ウルシが不充分ながら生育し 

て居るに過ぎない。

I ト ドツ林地 : it#よ り も地炎mに到述する大関光線量はi者に 

比べて 多く,フッキサッ, クルマサウ, ッタウルシ, スミレ 等が地味林物 

として認められた。

1 信州 カラマツ造林地： 北側は林に沿ひ, 地表面に は クマ イ ザサの 

彼生に して僅かに一 部分に クルマ バサ ウ,マ イ ヅルサッ等が認め られな。 

地薬商に到述する関光は前二者に比べて多い。

I 信州カラマツ造林地： 之は南側は林道に沿ひ,地表面は前同樣にク 

マイザサに依つて被はれて居る。他の地床ﾡ物は認め られなかつた。

以 止の各試験地に林木の状況をﾡ略示せば次表の通 りであつた。

(光座はマッ グ後照度計を以て七月 中旬唠天の日 を選び,午後二時各試験 

地の各處に於て同時に測定 し不均 した結果である)

樹にに胸J高直I紙はI 並c I は大逃な く, 『はNkゝも逃しく大さ い。地

—16 — -17-



表第
- ---------- --

氏 ・ 番誠 _! I ニ］1. IV

樹 高 Cn) 10.2 10.6 12.95 8.7
動高i継 cem) 17.0 17.0 27.0 16.0
光 度 (Lir) 700 2100 2900 3500

表面に到達する照射 出 は I, I, I,並に IのMに増加 して店 り ・ 価州 カ ラ 

マッの場合には常に多いﾡ県となつて店る。ヌI とIの場合には『が多い。

以上四側所の光林地に就て所調も机を各店位別,ち海葉, F-店 

及びH一肝に分けて探した。探取に際しては同一林地で多数の地脳を運 

び, 炎面ﾡ100不方幅のﾡ製ﾡを使しの内部にある増積ﾡﾡを位別 

に分け, 之を各々別個に混合し,後の中に炎継するﾡ物棋"を山米る叫り 

取り除さ, の合量を杯した。各試略地共に積ﾡﾡは薄かつたが, 各

の外設は興な り,トドマツ逃林地の もの は兩者共に粗物M(に類する ものと 

認め られ,落葉の下に苗糸に依つて携分級: 合された照褐色を 見する FHが認 

め られた。その下には改質士壌と合してm色粉映を品するHﾡが認められ

。信州カラマン光林地はF一ﾡと して認められる ものはイ在せナ, クマイザ 

サのﾡ業葉を合むﾡ業の下に山ちにH一店が色粉映を品して生するとと 

が認められた。ﾡ信州カラマツ林のものはは晩秋季には多量のﾡ葉が業積する 

が, 之に就いては ト ドマッ林の落葉と同一な者を避け,新蘇な添加物と t て別 

姿に取扱ひ, の下に未だ先全な原ﾡを行するものを薬と して分離した。

今各試験定の積W柳にあいて各片位の不均深度,』位商t下の不均m 

等に就いて見れば炎の通 り である。

第二

-18-

数絵
深 度 (cm.) 面f03不のDit(の.)

花 突 F- II-用 合 叶計t 落 ﾡ F-ﾡ II 合 t
I 0.5 2.6 0.5 3.6 14.2 43.3 31.3 88.8
I 04 1.0 0.75 2.15 16.0 17.2 41.3 74.5
I 0.3 — - 0.3 9.7 — 9.0 18.7
I 0.2 — 1.3 3.5 — 63.0 71.5

落葉の深さ は各状腺地に於て異にするが,共の円州カラマツ林はト ド 

ン林のものに比べて薄い傾が認め られる。F一ﾡはi述のや う に伝州カ ラ 

ン林にはないが, トドマッ林には稍々明瞭と 3 められ,IはIに比べての 

「さはWいことが知られる。Hﾡは試ﾡ地共に存するが, IはGIT土雄 
・

の表面と部分的にﾡく憧かにイ在すろにﾡぜなかつた。単位表面積内の原威 

量は厚さと共に増加する傾向を行することが知られた。

ぜに各ﾡ位の行損物合量, J位変面ﾡ下の有機物量を均熱加央量から算 

出 したﾡ処はの通りである。

第三

SY'•ホ n ル内ル!！•"'、 面fI00平方ﾡのイ機t 会イ棋の各位にI Vとd"イり1t(2の __(__________ 於ける比4く5)
数 ........... -T-- -------

務 楽 : I-耐 I-耐 あ 菜 I ド-R II-ﾡ 合 い 港 葉 ド-ﾡ

89.855 72.714 15.071 6.1 10.7 5.9 227 27 47 2
I 93.650 71.132 30.376 8.4 5.8 7.1 21.3 39 27 34
1 58.762 — 16.036 1.5 1.6 3.1 4 — 52
IV 70.156 * — 21.466 0.8 — 5. 62 13 ・ 87

ち トドマ ツ 林のは州 カラマツ 朴の夫れ よりも多く の灯 機物に 依つ 

て占められて居り,I は Iに比べて多い。F一府は ト ドマツ林のみに存在す 

ろが, I並c 11 の布機物含は大ﾡはﾡめ られない。H一ﾡに於ては ト ドマ 

ッ#の内I はIに比べて多く,州カラマツ朴(於てはIはTょ り も多い純 

県を示 して居る。次さiにJ位町積下の推積崎ﾡの含行する行機物量をﾡ出 し 

た緒果, I並cI, 即ち ト ドマッ林に於ては II はIより も落葉中の有機物状 

は稍々 多 いが, F 一店に至る と 約量 となりH一ﾡに於ては利々多いこと が 

知られた。I は全量中の大部分をF一ﾡ中の有機物に伏つて占められるに止 

して, Iは各府位にかて大さな遊を認めることは出楽す, IのF一片がﾡも 

76V合並を示すに到してIのF一府は全量中ﾡも少なく, I に於て H一府が 

全中最も少W合量を示すに到 して I の共れは中前に位する純果を示して居 

る。I並cIVはli二者に比べての塗述はしく少ない。商してIはTに比 

べて少ないが, Iの大部分はH一ﾡの布機物に依つて占め られて居るに到 し 

cI は来葉及H一ﾡに幣同に存在すると とが認め られる。今地秋権の全
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有機物述に討す る各符位中の冇機物量の含環の含仃例合を 見る と 更に以上の 

小柄を明療にする ことが出來やう。 ち I に於ては全行投物の量がF一店 

の行機物に供り占められ, Iに於てはﾡ業,H一ﾡ並にF一片の順を示して 

居る。Iはﾡﾡ位に依り各々4述を占めて居るに登してTは大部分がH一ﾡ 

から構成されて居る。

土壌中に加へられた行損物はその量のみならす, の内の行機細分は加 

へられた密初のもと種々異つた組成を取るに至るとされて居り,i縦 (10) 
に逃べたや うに攻るも のは速やかに分解減少 し,攻る も 办は分解に対する抵 

抗性がﾡいために相別的な増加を示すに至る。ヌ攻るものは分解後山ちに合 

ルされてﾡ加ナる緒果となるものがある。之等の行 後組成分の消我を Wak- 
sman (11) の提稱 した方法を基礎と して各位の有機物細ル分を分ﾡ定述し 

たﾡ県, 次の数値を得た。

第 四/ 炎 機で分)

u
低

ブルコー 
ルベン 
ゾール可 
盗性部分

なna 
水げ海 
性部分

へ ：
ヒ ル
ロ ー ズ

セ ル

ローズ

リグ1
ニ ン校 
物

獲白 合 tt
な 業 14.73 7 8.77 17.60 41.06 2.85 92.24

I F 9.38 7.54 7.90 9.20 54.15 3.82 91.99
II 10.48 5.08 10.73 ).12 57.25 4.03 90.69

一 ※ 1.40 ら4 8.96 15.40 47.04 2.41 93.63
I r 8.27 6.70 7.96 10.81 55.44 3.24 92.42

H 10.52 5.61 10.00 1.00 60.83 5.40 93.36
な ※ 6.75 6.63 4.18 11.81 57.07 3.96 91.40

山I 497 6.40 7.64 0.75 64.67 6.99 91.40
落 4.5 5.6 8.70 10.00 59.51 3.16 91.42

V II 2.43 3.00 10.48 0.66 " 66.08 6.82 89.47
即ちブルコー ル並に ベンゾール 可溶性布機物質 は ト ド マ ツ 林の ものに 就 

いて見ると, ﾡ葉よりF一ﾡに滅少し,H一ﾡに於ては利々増加するやうで 

あるがその老は少ない。水溶性有機物並に セルローズは落萊よ り F一をﾡ 

てH一ﾡに波少するが, ヒルローズの波少は特に逃しいことが知られた。へ 

ミ セルローズ並に蛋白賞に即する ものはH一店に加し ソ グ= ン水物質も 

が同状のﾡ果 を示して居る。信州カラ ッ林に於ては ルコー ル並iに ベン

一可性行根物質は ト ドマッ林のものに比べて少なく,之は ト ドマツ林の 

製合と同じく ﾡ大下方に波少 して居る。水油性布ﾡ物山式にセル ローズも 

トマッ林に於けると同様に淡少 し, セルロー ズの少は前同状特にﾡしい 

絃果を示して居る。へミセルローズ並に蛋白質及びリグニンは物質の變化は 

トドマッ林に於けると同株の結果を示して居る。

ち以上のﾡ果から樹ﾡ共に落葉からF一ﾡを起てH一ﾡに至るﾡに原 

的中の行構組成は所々 の愛化を受け,一般に認められるやうに分解に討して 

炎抗性がﾡいと考へられる リグ= ン様物質は行根物中に増加 し, セルローズ 

並に水i溶性布根特にセルローズは下ﾡに至るに従ひ公激に減少し, 獲白 

等,上微生物の合成の結果方機物中に增加の結果を示 して居る。 積ﾡ権はﾡ 

肝か ら下層に 向つて分解の容易な有機物質 をﾡ大少 し,分解に討して抵抗 

性を布する と されて居る行機物質及び分解後呼び合成される布機物質を増加 

し來らしむる こと ・なる。

布機物は土雄に 加へ られると, 土壊微生物の活動に 依つて前述のや う c分 

例の容易な ものは分解消失 し,分解にﾡして振抗性を行する布機物, 殊にリ 

グニンは共の.城組成は強化する も殘利し,こ ・ に中間生成物を構成し腐植の 

イ在が考へ られて居る もoで, Springer(11)はlリグ=ン並に 微生物 の合成 

によ つて生成 されるお白質及び ウ ロ ンﾡ規にばつて之は構成されると述べて 

川る。商して以上の Waksmanの方法は各布機細成分の消長を知り,. 松物置 

中の行機成分の分解に於けるﾡ程を知ることは山來るが, 同氏の リ グ= ン様 

物買と して示されて居る ものは リグ= ンに山ボす る と 考へられるルゆろ 

川生物を継部して居るに過ぎない。故に種々の段階にある リグニンの中間 

生物を知る こ と は田難であ らう。且つ木處理を行ふに は煩雜な居理と,相 

命の時日をする。然るに Springer(12) は冇機物の分解の尺度 と して分 

解 (Z.G) 並に腐植化指數(H.Z) なる名稱を使用 して居る。mLてi者 

は:； TOO を以つて示して居る。此の際Ctを土ﾡ中の全行機媒楽とし, Chを

こチールプロ ミ ッ ドに不濬性有機物, ちNT正/福酸の数素と して居る。
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火 Ct に釣するブ リ カり可油性イ根物の次米合量を以つて後者を算出して店 

る。 ルカり可性有根物Iはフミ ン虹を合むと同ﾡにリグ=ン酸 (リグ= 

ンの分解生成物),酸化繊維を含む とされ(13), Simon(14) は同氏の所請 H- 
umolignin酸の油出を認めて居る。忻々 も4%アンモ=液によつて此の種酸 

の出を赤色ﾡ朽田木に於て認めるこ とが出來た。即ちプ リ カリ 可商松行担ン ' 

物質中には 多數の リグ=ンの中間生ル物と考へ られるもの、w山すると と が 

考へ られる。

大ﾡに眞正ﾡﾡ酸の定北に到してはSpringerはセチールプロ ミ ツ ドを使 

用して居るが, Hock (15) に依ると Springer の リグノ フミン,Simon のフ 

ーモリグ=ンと して示す物質 も此の有機溶劑中に不溶解であ り得るとし, 町 

に此のものは裔值であり,多数:の供沢品に就いて行ふことは困難でわる。然 

る c Hock は此の行機治剤に代へ, Simon (16) の提稲 し た格酸 ソ - グは 加 

化ッー グに依る灰正岡ﾡﾡの測定を行つて居るC17)。且つ番々 は後ﾡ ソーグ 

に依る赤色倒木ﾡ那 を 行つた際 Simon の所訓フーモリグ=ン酸と考へられる 

ものの溶出を認めると とが出來なかつた (18う。番々 は Springerに従つて向氏 

の分解座並にﾡﾡ化数を各地積断ﾡの各店位にめいて知り, 各ﾡ位の之ぐ 

に就いての消息を求めた。Springer(13)は炭來に富んだ土壊に於ては均熱*ミ 

c依つて得た行機物質並に眞正ﾡﾡ酸の百分率を以つて分解度と して居る。 

又同氏は総植物質の定玳に際して,一定の試藥を標準液刪として比色法に依 

って居る が,Hock (15) の設いて層るやう に比色法に依る場合各ﾡﾡに謝!

<特行のﾡ液 を要す ろ も ので之が適正を候いた場合に は當然測定結果に 人

誤を生するととになる。故に吾人は供試品が堆包 腐植に して多量のイﾡ 

ゆ上りなるととより Springerの示したやうに全行機物はﾡ熱損央よ り, 「 

じッ研済性行ﾡ物は 4%ンモ=ブ液に伏り神出し, 之を曜彼に級せ!

め洗滌 したものを, ﾡ正Wﾡ酸と しては0.6%ル化ソ - グに溶出せ しめ, 盛酸 

に於て沈湯ぬじめ洗滌し後灼熱.しW舞出す•る方法にて測定した。

更c以上の方法法に依つてィたﾡ県を以つてSpringerの分解度座並に権化 

載に相當する算出法を取って算出 した。以上の各結果を 示せ は次の通 り でめ

る。

第五 (才機丈物百分h)
,位物中のンモニブ 中のi正 機中のンモ・不機物中の正 
話町商 2-童確『 C29)プ可商性f機当に252.KA 喰(222
W 文 1 用|1I-h 5集|ド-ﾡ1-ﾡ|集 ド-|1i-は よ☆|ドーﾡ113は、

I 10.026
I 11.527

7.869
9.247

9.056 7.81
14.165 6.504
- 16.597
- 7.411

1.333
1.214
2.+6
3.400

2.227 4.515
2.912 5.531

11.15S12.45417.337 1.4S4 3.062
12.309 19.914 21.412 1.227 4.054

10.017
18.208
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13.+01
13.181 コ

36.051： 4.162
34.524 4.846 29.992

乾土中のンモン=可ﾡ性有提物は』を除けば上よ り下に滅少する

が買正腐植酸と考へられるものは常に上騒より下盾に增加する結果を示して 

ﾡる。

行機物中の ンモ=ブ可油性布機物の比中即ち Springer の腐植 化指數に相 

公; する ものと した結果は表指よ り 下片に常に各林地に於て増加する。 の増 

加の状催は ト ドマッ林の ものよ り州カラマツ林のものに多いことがﾡめら 

れる。而 して落葉に就いて比校する. と ト ドマッ林のものよ り も州カラマツ 

本のもの利々 為い結果を示 して居 り , H一ﾡに於ては此の問の益が しい こ 

とが知られる。

次ぎに冇機物中の眞正窩植酸,即ち Springer の分例度に相當する ものを見 

ると, 各林地共に炎府から下ﾡに明かに加して居る。トドマッ林の落葉は 

個州カ ラ マッ林の落英の示す数値よ り も低く,H一 も亦同様に低い結果を 

示して居る。而してトドマツの兩林地を比校すると,落葉に於ては大ぎなお 

はないが, F一に於てはIが納々高く,H一に至れば更にの間の交を 

明!世にして居る。

行機物小の ンモ ニア可溶性冇機物は落葉よ り H一ﾡに至るに従ひ加 し, 

又有機物中の林正 腐植酸 も GroGkopf(19) がドイット ッ ヒ林の増積ﾡ権に就 

いてア七チールプロ ミ ッ ト法によ り認めたと同様に増加する結果となつて居 

る。間して前者の指敷の大さVル位は後者の数価も亦高くなつて居る。即ち 

価州カラマツ林の積権の各ﾡ位は ト ドマツ林の積ﾡﾡの各相常する店 

位に於ける上 り もの二つの製価に商いものを示して居る。更に トドマツ

地のものに就いて見ると, 地表面に到求する陽光量多く,地被植物の多く
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生育する I は Iに比べて々相のする店位に於て高い二つの救げを示して居

2。 . 号

かやうに ト ドマツ林並に信州カラマツ林の抗術ﾡは各々の外形を県に 

し,前者はﾡ崎権に属するに別して後がは制ﾡﾡに属する bのとおへられ, 

更に之を構成すナる布機物量は大さな益を示して届る。且つの有機物の内分 

解の進んだ もの と考へられる ものは信州カ ラ マッ林に於てはの50%5ノル亜90
%を示ナにﾡして卜 Fマッ林のものは全體の303内外を示すにﾡぜない。価 

州カラマッ林は毎年 ト ドマッ林に比べてﾡしく多述のﾡ葉を地炎に供絡する 

にか ・ わ らす, 以上の如く増積術統の行機物量並にの性に大きなﾡ違を 

示して居る。 の行機物は Springerの/Mt化指ﾡ並に分解ﾡに相すると考 

へらる 、数做に關し常に ト ドマツ林の地積ﾡﾡの相する府位にかて商高5い粒 

果を認め得た所である。

土整に如へ られた布機物の分解に際して土壌微生物の作用が大 e な役制 を 

行するもので, 之に影響する ものと U ては土壌酸度,地通, 土性, 樹の

, の8四度等種々のものが上けられて居るが, 更に前述のやうに加へられる ・ 

ィ機物の化的印ぬの如何も大きな意味を行ナる ものである。前に逃べなや 

クに Oekers, は樹種に依つてﾡﾡは集積することを述べ, GroBkopf(19) は 

ドイックッ ヒ林の増積術ﾡの生因にﾡいて同樹の葉の化的細に求めて届 

る。今本試験に供された柄樹ﾡの葉の行機細ル分, 他主ﾡとおへられる t 
のを見ると次の通りである。 .

第 六 表 

更に行機物価中ﾡ米合量の多いもの程土壌悩生物に対ナる営災源としての 

室素を多く 供給する轴果, の物の分解は逃かであるとされて居るが, 岡樹 

種の葉の全2素に は大 ・ な 相違は 紀 め らt な v。

本供験場。 ト ドマツ並に州カラマツの約三十年前ﾡ求された堪林○ 

法憎植に就いて見た結果,信州カラマッ林のものは常にトドマッ林のものに 

比べて分解の進抄を思はしむ る ものがあつた。而して兩樹種が城部感植を構 

終する母に加へる業の行機に無拠分の主ﾡなものに就いて見ると トド 

マツは信州カラマッのものに比教してしく樹類にむ こ と が認められ 

た。

秋験せられた州カラマツ朴は ト ドマッ林に比べて地炎面に到述する叫光 

■我たしく多く,爲めに積々の影容を堆技的価分解の上に及ぼすことが君へ 

らるもので, 之は前報に於て ドイツ タ ッ ヒ林の間伐に伏り生じたﾡ積崎怖の

化の状態並に本試験に於ける トドマッ林のI とI と比校する時,此の川o 
・

消&を物請つて居るのではないかと思はれる。更に前述の如く個州カラツ 

の藩葉がト ドマッのものに比べて特に樹脂期に劣ること も 信州カラマツの精 

例ﾡをれ成すナる加因ならんと考へられる。

• こ、、-"* 二*一* ニ ニ ニニ --一、に ニ ーー、： 二 -ニニニ ご*。*マ*。" "デルコール
ベンヂー 

才 可 溶 性 
部 分(222

1冷M!溫
! 水可 
性部分(22

へ ミ
士 ル
・ーズ-(22

セ ル
ロー 
(2%

リ グ
ニ ン 
(%)

乾 4 h (%)
全製米 あど分 石 灰

ト ドマ ッ

ﾡ 州
カラツ

160
7.1

9.3
69

10.3
150

19.3
18.0

38.9
40.9

1.63
1.35

3.20
1.66 0.61

即ち兩樹研間に於て特に苦 し く つて居る ものはブルコー ル並に ベンソー

ル可溶性冇機物並に冷及溫水可溶性冇機物であ らう。又純灰分及•井のイ i灰含 

に就いて見ると ト ドマッの葉に比ﾡ的多にイ在する結果を示して居る。
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